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福祉や教育、公共事業など、市の基本的事業の収入・支出を経理する会計です。一般会計

八戸市の予算の使い道令和7年度

1,005億円令和7年度の一般会計予算は
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1,005億円
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1,005億円

歳出歳出

貸付金
億円11億円

その他
億円9億円

人件費

億円122億円
扶助費

億円303億円
公債費

億円96億円

普通建設
事業費

億円76億円
物件費

億円161億円
補助費等

億円129億円
繰出金

億円98億円

投資的経費 7.6%投資的経費 7.6%
義務的経費 51.8%義務的経費 51.8% その他経費 40.6%その他経費 40.6%
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歳入歳入
国・県支出金

億円294億円 億円48億円
市債 地方譲与税

ほか
億円85億円億円310億円

市税

億円73億円

諸収入・
繰入金ほか 地方交付税

億円195億円

依存財源 61.9%依存財源 61.9%依存財源 61.9%依存財源 61.9%依存財源 61.9%自主財源 38.1%自主財源 38.1%自主財源 38.1%自主財源 38.1%自主財源 38.1%

人件費…職員の給与など
扶助費…生活保護費や保育所運営費の助成など
公債費…市債の元金・利子の支払い

普通建設事業費…学校や道路、公園の整備費など
物件費…公共施設の指定管理料や光熱水費など
補助費等…一部事務組合への負担金や各種補助金など

貸付金…中小企業に対する融資など
繰出金…特別会計への支出金
その他…施設の修繕費、公営企業への出資金など

用語の
説明

※特別会計と企業会計に関する当初予算については、市ホームページの「令和7年度当初予算の概要」をご覧ください。

私たちのお金はこのように使われています

高齢者や障がい者、子どもの福祉など 18万3,000円
保健、医療、ごみ、し尿処理など 5万7,000円
学校教育や生涯教育など 5万5,000円
公園、道路、河川の整備など 4万6,000円
市債（市の借入金）の返済 4万5,000円

戸籍証明書発行などの窓口業務、選挙など 3万5,000円
商工業の振興など 1万6,000円
消防、救急など 1万6,000円
農林水産業の振興など 9,000円
議会、雇用対策など 6,000円

市民1人当たりの予算は年間約47万円です。（対前年度比3万円⇅） ※1月末の人口214,913人で計算

●町内会等物価高騰対策支援事業費 1,420万円
町内会・自治会に対し各種活動経費の高騰分を支援

●エネルギー価格高騰対策支援・物流効率化支援事業費
　3,000万円  拡充 

市内物流事業者の生産性向上のためのシステム
導入や資器材購入などの支援

●子ども食堂等物価高騰対策支援事業費 472万円
子ども食堂や子ども宅食おすそわけ便の実施団体へ光熱水費
などの高騰分や食材などの寄付減少分を支援

物価・燃料費高騰対策
●サンフェスHACHINOHE開催事業費
　600万円  新規 

若者の地元定着に向けた地域企業のPR・体験
や農産品、畜産品、水産加工品の販売など

●水産物卸売業者経営支援事業費 1億1,200万円  新規 
魚市場唯一の卸売業者である㈱八戸魚市場に対する経営支援

●養殖業成長産業化支援事業費 350万円  拡充 
養殖事業者への補助金や陸上養殖事業に関する
各種データの収集・分析

産業力の強化・水産業の再興

●キッズパークイベント開催経費 170万円  新規 
大型連休に小学生以下を対象としたキッズパーク
イベントを開催

●親子関係形成支援事業費 38万円  新規 
親子の関係性や子どもとの関わり方などに、不安
を抱える保護者を対象に講座を実施

●子ども医療費助成事業費 7億5,000万円
高校生までの入院・通院医療費の全額を助成

未来を創る子どもたちのために
●次世代エネルギー導入推進事業費 403万円

水素などの供給体制構築や、活用促進に向けた
企業ヒアリングや勉強会を開催

●省エネ設備導入等促進事業費 4,760万円  拡充 
断熱窓や高効率エアコンの設置、省エネ診断に対する助成

●ゼロカーボンオフィス推進事業費 2,384万円  新規 
公共施設のLED化や太陽光発電設備導入の調査

次世代エネルギー・グリーン社会の推進

今年度の目玉事業




